
 

 

6 月は梅雨の時期に入り、じめじめした日や、肌寒い日など寒暖差の激しい月でもあります。寒暖差によって、

体調を崩しやすい時期になりますので、衣類の調節や規則正しい生活を心掛けましょう。 

熱中症予防の基本は水分補給！運動をするとき、何を飲んでいますか？ 

6 月に入り、学校内でも熱中症が発生しています。熱中症の予防には、汗で失う水分や塩分をしっかり補給す

ることが大切です。熱中症を引き起こしやすい環境下で運動したり、多量の発汗時に水だけを補給したりすると、

熱中症の発症リスクが高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 体育では、1 年生と２・３年生の選択者は、プールが始まりました。暑い日には、プールに入ると気持ちがい

いですね。しかし、プールでうつる感染症がたくさんあります。安心してプールを楽しめるよう、1 人ひとりが

感染症予防に努めましょう！ 
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唐 津 商 業  保 健 室 

感染症予防のために… 

 
・プールの前後は、シャワーで汗や汚れを十分

に落とす。 

 

・プールから出た後は、うがい、手洗い、目の

洗浄を行う。 

 

・タオルや水泳帽、ブラシの共有を避ける。 

 学校で飲むことのでき

る水は、冷水器の水だけ

ではありません。水道水

も、安全に飲めるよう、

毎日水質検査を実施して

います。 

 

※水筒について 

水筒内はカビや細菌の

繁殖が起こりやすい環

境下です。毎日、洗浄

と乾燥をしてくださ

い。 

プールでうつりやすい感染症は、裏面で紹介して

います。 



参考：少年写真新聞社 高校保健ニュース ほけん通信 

プールでうつりやすい感染症 
病名 

（通称） 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

流行性角結膜炎 

（ハヤリ目） 

急性出血性結膜炎 

（アポロ病） 

伝染性軟属腫 

（水イボ） 

病原体 アデノウイルス エンテロウイルス ボックスウイルス 

感染経路 プール水 

飛沫・接触 

プール水 

接触 

プール水 

接触 

接触 

潜伏期間 2～14 日 2～14 日 1～3 日 ２～６週間 

主な症状 のどの痛み、 

咳、鼻水 

結膜炎症状 

高熱 

目やに、涙目、 

結膜の充血 

目の周囲のむくみ 

初期は、流行性結膜

炎と同様 

目の強い違和感と痛

み、結膜下の出血 

ピンクもしくは白色の 

丘疹 

１～１０㎜で同じ部位に

数個発生 

出席停止

期間 

主要症状が消失し

た後、2 日を経過

するまで 

症状により感染の

おそれがないと 

診断されるまで 

症状により感染の 

おそれがないと 

診断されるまで 

出席停止の必要性ありま

せんが、担任・教科担任

までご連絡ください 

 

２・３年生の歯科検診が終了しました。歯科検診では、むし歯の有無や、 

歯肉の状態、かみ合わせに異常がないかを調べています。 

 健診結果としては、CO(むし歯になりそうな歯)、GO(軽度の歯肉炎)に該当する生徒が多くいました。食習慣を

見直して、丁寧な歯磨きを意識しましょう。また、指導を受けた人は、歯科医院へ行きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆スポーツ振興センター災害共済給付制度の利用について 

学校の登下校や部活で、怪我や熱中症等になった場合の給付制度です。該当者は、保健室まで申し出てくださ

い。申請には期限（時効）があります。書類は、早めに提出をお願いします。 


